






要約:当教室において,昭和 63年 12 月までに超音波検査にて出生前診断が得られた小児外

科疾患25例のうち,臍帯ヘルニア7例について,その症例の分析と周産期の対応について検

討した。帝王切開に引続き直ちに隣室で外科的治療を行った 4例中 3例のみが生存し,死亡

した 4例はすべて合併奇形をともなっていた。当科では出生前診断された本症の,特に合併

奇形を中心とした治療方針を作成しており,この治療方針の是非を検討した。 


